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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月9日(2013.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＬ－２２を含む、対象における多臓器不全症候群を予防および／または処置するため
の医薬組成物。
【請求項２】
　ＩＬ－２２が、多臓器不全症候群を患う対象において、血清総タンパク質を増加させる
、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　ＩＬ－２２が、多臓器不全症候群を患う対象において、血清アルブミンを増加させる、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　ＩＬ－２２が哺乳動物のＩＬ－２２である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　ＩＬ－２２が、組み換え型の哺乳動物のＩＬ－２２である、請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項６】
　ＩＬ－２２の薬学的有効量が、１日につき対象キログラムあたり１００～１０００マイ
クログラムの範囲である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　ＩＬ－２２を含む、対象における全身性炎症反応症候群を予防および／または処置する
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ための医薬組成物。
【請求項８】
　ＩＬ－２２が対象における生存率を増加させる、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　ＩＬ－２２が哺乳動物のＩＬ－２２である、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　ＩＬ－２２が、組み換え型の哺乳動物のＩＬ－２２である、請求項７に記載の医薬組成
物。
【請求項１１】
　ＩＬ－２２の薬学的有効量が、１日につき対象キログラムあたり１００～５００マイク
ログラムの範囲である、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ＩＬ－２２を含む、対象における肝不全を予防および／または処置するための医薬組成
物。
【請求項１３】
　ＩＬ－２２が、対象における血清のＡＳＴおよびＡＬＴのレベルを低下させる、請求項
１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　ＩＬ－２２が哺乳動物のＩＬ－２２である、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　ＩＬ－２２が、組み換え型の哺乳動物のＩＬ－２２である、請求項１２に記載の医薬組
成物。
【請求項１６】
　ＩＬ－２２の薬学的有効量が、１日につき対象キログラムあたり１００～３００マイク
ログラムの範囲である、請求項１２に記載の医薬組成物。
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